
必要出展者のみ

提出先：IPF協議会
提出日　　月　　日

下記の通り、重量物の設置および搬入出を届け出ます。

マニュアル参照

出展者名

TEL：　　　　　　　　　 FAX：　　　　　　　　 　E-mail：

提出期限9月29日

提出先
IPF協議会
〒160-0004　東京都新宿区四谷2-11-15　JLB四谷 6階
TEL：03-6273-2966　FAX：03-6630-7068　E-mail：office_ipfjapan@ipfjapan.jp
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①重量物設置届出（無料）No.11A

小間番号

部署／役職
担当者名

受付No
※事務局使用欄

【提出書類一覧】
①「本書 No.11A 重量物設置届出」

②「No.11B 重量物リスト」
　設置を予定している重量物のリストを作成し、提出してください。リストのフォーマットは次ページ以降を参照してください。

③「重量物ブース内レイアウト図」
　�IPFJapan公式ウェブサイト掲載の「PC板配置（重量物展示用）」図面を参照のうえ、自ブース内の重量物の設置レイアウト図面を

作成し、提出してください。図面は次ページ以降の作成要領に従って作成してください。

④「重量物の詳細資料」
　設置を予定している重量物の寸法および接地部分が正確に記載されたカタログまたは設計図面を提出してください。

⑤「No.11C 重量物搬入出車両リスト」
　�使用を予定している重量物搬入出車両のリストを作成し、提出してください。リストのフォーマットは次ページ以降を参照してください。

⑥ 「重量物積み降ろし作業計画図」
　�IPFJapan公式ウェブサイト掲載の「PC板配置（重量物展示用）」図面を参照のうえ、重量物の積み降ろし時の作業計画図面を作成

し、提出してください。図面は次ページ以降の作成要領に従って作成してください。

※�③と⑥について、重量物および同搬入出車両／アウトリガー位置の変更、ならびに鉄板敷設等による荷重分散方法の変更を
お願いする場合があります。

　荷重分散のための鉄板敷設位置については、提出書類をもとに幕張メッセから敷設プランを提示します。

重量物の搬入出および設置には会場施設（幕張メッセ）の承認が必要です。
必要書類を提出していない、または幕張メッセの承認を得ていない場合、会場への搬入をお断りする場合があります。
会場の床面を破損することがないよう、必ず出展マニュアルを十分に確認したうえで計画を立ててください。
万が一床面を破損した場合、莫大な賠償額が課されるおそれがあります。慎重な対応をお願いします。

注意！！

□

重量が 5t を超える機械または装飾物などを
設置する。

（実演など稼働を伴う設置の場合は動荷重で
5t を超えるもの）

→

①「本書面」
②「No.11B 重量物リスト」
③「重量物ブース内レイアウト図」
④「重量物の詳細資料」

を提出してください。

□
総重量が 30t（車両重量＋積載重量）を超える
トレーラーまたはクレーンを搬入出で使用す
る。

→
①～④に加えて、
⑤「No.11C 重量物搬入出車両リスト」
⑥「重量物積み降ろし作業計画図」

を提出してください。

どちらにも該当しない。 →
届出は不要です。電気／機械／サブピットの蓋部分に荷重がか
からないように注意して、ブース内のレイアウトおよび作業を
してください。



必要出展者のみ

提出先：IPF協議会
提出日　　月　　日

※IPFJapan公式ウェブサイトから「重量展示用提出書類フォーマット」をダウンロードできます。

出展者名

部署／役職
担当者名
TEL：　　　　　　　　　 FAX：　　　　　　　　 　E-mail：

提出期限9月29日

提出先
IPF協議会
〒160-0004　東京都新宿区四谷2-11-15　JLB四谷 6階
TEL：03-6273-2966　FAX：03-6630-7068　E-mail：office_ipfjapan@ipfjapan.jp
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重量物提出書類「②重量物リスト」No.11B

②重量物（5tを超える）リスト （実演など稼働を伴う設置の場合は動荷重で5tを超えるもの）

小間番号

受付No
※事務局使用欄

No. 製品名 本体重量（a）
※静荷重

付属品重量（b）
※本体に荷重がかかる場合のみ

合計重量
（a+b）

実演（稼働）
の有無

記入例 射出成形機 A　IPFMC-100 6.60t 金型 0.8t、乾燥機 0.2t、取出し機 0.4t 8.00t あり

記入例 射出成形機 C　IPFMC-300J 18.00t なし 18.00t なし

記入例 印刷機　IPFPRN-02V 8.00t なし 8.00t あり

② -1

② -2

② -3

② -4

② -5

② -6

② -7

② -8

② -9

② -10

② -11

② -12

② -13

② -14

② -15

備考



必要出展者のみ

提出先：IPF協議会
提出日　　月　　日

※IPFJapan公式ウェブサイトから「重量展示用提出書類フォーマット」をダウンロードできます。

出展者名

部署／役職
担当者名
TEL： FAX： E-mail：

提出期限9月29日

提出先
IPF協議会
〒160-0004　東京都新宿区四谷2-11-15　JLB四谷 6階
TEL：03-6273-2966　FAX：03-6630-7068　E-mail：office_ipfjapan@ipfjapan.jp

重量物提出書類「⑤重量物搬入出車両リスト1/2」No.11C

⑤重量物搬入出車両リスト
1）搬入出車両（総重量が30tを超える）リスト

2）クレーン車＋吊り込み物の重量（総重量が30tを超える）リスト

小間番号

受付No
※事務局使用欄

No. 積載物 積載物重量
（b） 搬入出車両車種 搬入出車両自重

（a）
合計重量
（a+b）

記入例 射出成形機 B　IPFMC-501　型締側 23.60t いすゞギガ 6WG1-TCC 14.70t 38.30t

⑤ -1

⑤ -2

⑤ -3

⑤ -4

⑤ -5

No. 吊り込み物 吊込物重量
（b） クレーン車種 クレーン車自重

（a）
合計重量
（a+b）

記入例 射出成形機 A　IPFMC-100 8.00t タダノ GR-250N 25.60t 33.60t

記入例 射出成形機 B　IPFMC-501　型締側
※クレーン車 2 台で共吊り。 23.60t

タダノ GR-250N 25.60t 37.40t
タダノ GR-250N 25.60t 37.40t

1

2

3

4

5

6

7

備考
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必要出展者のみ

提出先：IPF協議会
提出日　　月　　日

※IPFJapan公式ウェブサイトから「重量展示用提出書類フォーマット」をダウンロードできます。

出展者名

部署／役職
担当者名
TEL： FAX： E-mail：

提出期限9月29日

提出先
IPF協議会
〒160-0004　東京都新宿区四谷2-11-15　JLB四谷 6階
TEL：03-6273-2966　FAX：03-6630-7068　E-mail：office_ipfjapan@ipfjapan.jp

重量物提出書類「⑤重量物搬入出車両リスト2/2」No.11C

⑤重量物搬入出車両リスト
3）搬入出車両（総重量が30tを超える）の図面（ホイールベース、トレッド、軸重が明示されたもの）

小間番号

受付No
※事務局使用欄

各重量 A 車軸 B 車軸 C 車軸 D 車軸 E 車軸 F 車軸 合計重量

搬入出車両自重

積載物重量

合計重量

車両図（記入または添付）

各重量 A 車軸 B 車軸 C 車軸 D 車軸 E 車軸 F 車軸 合計重量

搬入出車両自重

積載物重量

合計重量

車両図（記入または添付）

No. ⑤ -1

積載物 車種

No. ⑤ -2

積載物 車種

マニュアル参照 P.24〜27



重量物設置届出　作成要領1/2No.11

（1）展示会場の耐荷重
展示会場の床の耐荷重は以下のとおりとなります。
床面 5トン/㎡かつPC板（プレキャストコンクリート）1枚当たり5トン。PC板のサイズは2m（東西方向）×5m（南北方向）。

（コンクリート床面の下は空洞です。柱と梁でコンクリートの板を支えている構造です。外観からは目視できませんが、ビルの2階が
展示会場で床の下が空間のイメージです。）
※ホールの境界部分は、PC板のサイズが異なります。IPFJapan公式ウェブサイト掲載の「PC板配置（重量物展示用）」図面を確認
してください。
ピット蓋 5Kg/㎠（目安です。正確な耐荷重を示すことは構造的にできませんので、できるだけ荷重を避けてください。）

（2）「重量物リスト」の作成

（3）「重量物ブース内レイアウト図」の作成
「重量物ブース内レイアウト図」は以下の要領に従って作成してください。
→まずは図面を準備。　※IPFJapan公式ウェブサイトから「PC板配置（重量物展示用）」図面をダウンロードできます。
①縮尺の正確な図面（1/100、1/50など）をご用意ください。
②ピット（電気・機械・サブピット）の位置を図面に記載してください。
　・�電気ピットと機械ピットは6m間隔で東西方向(小間図面の左右）に延びています。サイズは蓋の部分が幅80cmで梁部分が幅

10cmx2の20cmです。（合計1m）
　・�サブピットは15m間隔で南北方向(小間図面の上下）に延びています。サイズは蓋の部分が幅25cmで、梁部分はありません。
③図面の上下左右がわかるように隣接の会社名を記載してください。
→ここからが実際のレイアウト。
④各機械の配置を正確に図面に落とし込んでください。
⑤�1枚のPC板に合計して5tを超える荷重がかかる場合は、他のPC板への荷重分散を行ってください。荷重分散の手段は、原則と

して鉄板敷設による養生とします。
　敷設する鉄板は、1枚で厚みが22mm以上かつサイズが2m以上×1.5m以上のものを使用してください。
⑥以下を図面上に記載してください。
　a.重量物（機械／装飾物等）単体の重量、実演の有無
　b.接地位置および接地面の面積（形状）
　c.各接地ポイントにかかる静荷重（展示物を稼働させる場合は動荷重も併記）
⑦荷重分散のための鉄板等敷設位置については、提出書類をもとに幕張メッセから敷設プランを提示します。
　★機械下に鉄板養生をしなくても良い配置のヒント。
　　⇒できるだけ多くのPC板に荷重を分散することが必要です。
　　成形機A：機械の長手が東西方向（電気・機械ピットと平行）になるように配置。
　　成形機B：電気・機械ピット（サブピットは関係ありません。）を跨ぐ（※ピット蓋に足がかからないように注意）。
　　成形機C：下記の例では成形機Cのみ鉄板養生による荷重分散が必要

※IPFJapan公式ウェブサイトから「重量展示用提出書類フォーマット」をダウンロードできます。

重量物（5tを超える）リスト （実演など稼働を伴う設置の場合は動荷重で5tを超えるもの）
記入例

No. 製品名 本体重量（a）
※静荷重

付属品重量（b）
※本体に荷重がかかる場合のみ

合計重量
（a+b）

実演（稼働）
の有無

1 射出成形機 A　IPFMC-100 6.60t 金型0.8t、乾燥機0.2t、取出し機0.4t 8.00t あり
2 射出成形機 C　IPFMC-300J 18.00t なし 18.00t なし
3 印刷機　IPFPRN-02V 8.00t なし 8.00t あり

●下記は30小間の例 【6小間（18m）ｘ5小間（15m）。1マスは50ｃｍ。】

IPF Japan 重量物（出展機械等）の搬入出および展示について

展示会場の床の耐荷重は下記の通りとなります。
床面 ： 5トン/㎡かつPC板（プレキャストコンクリート）1枚当たり5トン。PC板のサイズは2m（東西方向）x5m（南北方向）。

（コンクリート床面の下は空洞です。柱と梁でコンクリートの板を支えている構造です。外観からは目視できませんが、ビルの2階以上で床の下が空間のイメージです。）
ピット蓋： 5Kg/cm2　(目安です。正確な耐荷重を示すことは構造的にできませんので、できるだけ荷重を避けてください。）
＊詳細は添付のマニュアルをご参照ください。

①搬入出作業および展示にあたり会場の床を破損することが無いよう、下記の通り書類を提出してください。
②重量物の搬入および設置には会場施設側（幕張メッセ）の承認が必要です。
③万一床面を破損した場合は莫大な被害賠償額となる惧れがあります。慎重な対応をお願いします。

該当するものに✓してください。

1、 下記のどちらも該当しない。
↓
書類提出は不要です。電気・機械・サブピットの蓋部分に荷重がかからないように注意してブース内の機械レイアウトおよび作業をしてください。

２、 展示：重量が5トンを超える機械または装飾物などを展示する。
↓
①重量物の内容を届け出てください。
②機械等の設置位置を明記した「重量物ブース内レイアウト」を提出してください。

＊機械の位置の変更、鉄板敷設等による荷重分散をお願いする場合があります。
＊荷重分散が必要な場合は、原則として鉄板敷設による養生とします。鉄板は厚み22mm以上のもので、サイズは6mx1.5ｍ（1枚）のものを使用してください。
＊荷重分散のための鉄板敷設位置については、提出図面に基づき幕張メッセから敷設プランを提示します。

３、 搬入出：重量が30トンを超えるトレーラー（車両重量+積載重量）、クレーン(車両重量）を搬入出で使用する。
↓
①先ずは上記「2」のブースレイアウトを確定してください。
②ブースレイアウトに加えて「重量物搬入プラン」を提出してください。

＊トレーラーやクレーンの通路部分に鉄板敷設等による荷重分散をお願いする場合があります。（ブース内は出展者負担。共有通路は主催者負担。）
＊荷下ろしの位置およびアウトリガーの荷重分散の方法については、提出書類に基づき幕張メッセからプランを提示します。

1、 重量物（5トン以上）の内容届出

記入例
出展物 本体重量 付属品重量（本体に荷重がかかる場合のみ） 合計重量 実演(稼働）の有無 備考
射出成形機A 6.6トン 金型0.8トン、取出機0.4トン、ホッパードライヤ0.2トン 8トン 有り 無し
射出成形機B 30トン 37トン 有り 無し 下記の通り2分割して搬入

〃型締め側 20トン 金型5トン、取出機1.6トン 26.6トン 有り 無し
〃射出側 10トン ホッパードライヤ0.2トン 10.2トン 有り 無し

射出成形機C 18トン なし 18トン 有り 無し 展示のみ

出展物 本体重量 付属品重量（本体に荷重がかかる場合のみ） 合計重量 実演(稼働）の有無 備考
有り 無し
有り 無し
有り 無し
有り 無し

有り 無し

2、 重量物のブース内レイアウトの届出
「ブース内レイアウト」は縮尺の正確な図面（1/100、1/50など）をメール添付（PDF）または郵送で提出してください。
記入例は裏面を参照してください。

2、 重量物のブース内レイアウトの届出 記入例
「ブース内レイアウト」の提出方法
↓先ずは図面を準備。
①縮尺の正確な図面（1/100、1/50など）をご用意ください。
②ピット（電気・機械・サブピット）の位置を図面に記載してください。

・電気ピットと機械ピットは6m間隔で東西方向(小間図面の左右）に延びています。サイズは蓋の部分が幅80cmで梁部分が幅10cmx2の20cmです。（合計1m）
・サブピットは15m間隔で南北方向(小間図面の上下）に延びています。サイズは蓋の部分が幅25cmで、梁部分はありません。

③図面の上下左右がわかるように隣接の会社名を記載してください。
↓ここからが実際のレイアウト。
④各機械の配置を正確に図面に落とし込んでください。
⑤各機械の重量と接地ポイントの位置および形状を図面に記載してください。
⑥各接地ポイントにかかる静荷重と動荷重を記載してください。
⑦荷重分散のために機械下に鉄板養生をしなくても良い配置のヒント。→できるだけ多くのPC板に荷重を分散することが必要です。

Ａ、機械の長手が東西方向になるように配置。
B、電気・機械ピット（＊サブピットは関係ありません。）を跨ぐ（＊ピット蓋に足がかからないように注意）。
C、下記の例では成形機Cのみ鉄板養による荷重分散が必要。

●下記は30小間の例 【6小間（18m）ｘ5小間（15m）。1マスは50ｃｍ。】

←東 ←サブピット(図面は便宜上、幅50cm。実際はセンター合わせで25cm) ←サブピット 西→

ABC製作所 プラスチック化学

電気ピット

● ● ● ● ● ● ● ●

成形機
PC板 PC板 ト ン PC板 PC板

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

成 レベルパッド直径25cm
形 静荷重は各1.125トン
機 実演しないため動荷重はなし

● ●

機械ピット

● ● レベルパット直径20cm
静荷重は各1トン

いろは工業 ト 動荷重は各1.2トン
ン

PC板 ● ● PC板 PC板 PC板 PC板 PC板 PC板 PC板

● ● ● ● ● ● ● ● ●

電気ピット 成形機
型締側26.6トン 射出側10.2トン

● ● ● ● ● ● ● ● ●

レベルパッド直径25cm レベルパッド直径25cm
静荷重は各1.9トン 静荷重は各1.7トン
動荷重は各2.38トン 動荷重は各2.2トン

ピット蓋に荷重（接地ポ
イント）がかからないな
いように注意。

東西（左右）方向に設置ポイントが離れているため、
PC板4枚に荷重が分散されている。単純計算では
[5トンｘ4枚＝最大20トン]まで鉄板養生なしでOKだ
が、右側の部分に荷重が集中[1.125トンｘ6ポイント
＝6.75トン]しているので、この部分に鉄板による荷
重分散が必要。

機械の長手方向を東西に向け、さらに
電気ピットを跨ぐことにより荷重を効率
的に分散。PC板一枚あたりの荷重が
[2.38トンｘ2ポイント＝4.76トンで5トン以
下]なので鉄板敷設は必要なし。

PC板は小間の端、もしくはサブピットの
端から敷設されているとは限りません。
PC板のサイズは2m（東西方向）x5m（南
北方向）。
東西（左右）に設置ポイントを離す（2m以
上）、もしくは電気・機械ピットを跨ぐこと
で、より多くの枚数のPC板に荷重を分
散することができます。（鉄板敷設を回
避できる可能性が高まります。）

機械ピットを跨いだことに
より、最低2枚のPC板に荷
重が分散されている。鉄
板養生の必要はない。[1.2
トンｘ4ポイント＝4.8トンで5
トン以下]。

右端と左端の設置ポイントが2m以上離れ
ているため2枚のPC板に載っている。[2.2
トンｘ3ポイント＝6.6トン]で5トンを超えて
いるが、[5トンｘPC板2枚＝10トン]以下な
ので、鉄板養生は不要。
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（4）「重量物の詳細資料」の用意
設置を予定している重量物の寸法および接地部分が正確に記載されたカタログまたは設計図面を提出してください。

（5）「重量物搬入出車両リスト」の作成
総重量が30t（車両重量＋積載重量）を超えるトレーラーまたはクレーンについて、記入例を参考にリストを作成してください。

（6）「重量物積み降ろし作業計画図」の作成
「重量物積み降ろし作業計画図」は以下の要領に従って作成してください。
①作成した「重量物ブース内レイアウト図」の複製図をご用意ください。
②以下の事項を図面上に追記してください。
　a.総重量が30t（車両重量＋積載重量）を超える重量物搬入出車両の停車位置。
　b.クレーン車の停車位置とアウトリガー接地位置。
　c.吊り込み時のアウトリガー接地位置の最大圧力値。
③�総重量が30tを超える車両およびクレーン車の通行経路と停車位置には、鉄板敷設等による荷重分散をお願いする場合があり

ます。（ブース内は出展者負担、共有通路は主催者負担）
④�クレーン車でアウトリガーを使用して作業を行う場合、総重量（クレーン車自重＋吊り込み物重量）に応じて以下の荷重分散が必

要となります。
　a.30t未満
　　クレーン車に付属している養生板（50cm×50cm程度）による荷重分散
　b.30t～39t未満
　　�クレーン車に付属している養生板＋鉄板（厚みが22mm以上で1.5m以上×2m以上のもの）による荷重分散またはH形鋼に

よる荷重分散
　c.39t以上
　　H形鋼による荷重分散
⑤荷重分散のための鉄板およびH形鋼敷設位置については、提出書類をもとに幕張メッセから敷設プランを提示します。
　★重量物搬入出車両の下に鉄板等敷設をしなくても良い停車位置のヒント。
　　⇒できるだけ多くのPC板に荷重を分散させることが必要です。
　　　車両の両端のタイヤが電気・機械ピット（サブピットは関係ありません）を跨ぐような停車位置としてください。
⑥展示ホール入口から停車位置までの通行経路は、提出書類をもとに別途調整します。

各重量 A 車軸 B 車軸 C 車軸 D 車軸 E 車軸 F 車軸 合計重量

搬入出車両自重 5.00t 2.10t 2.20t 1.80t 1.80t 1.80t 14.70t

積載物重量 0.50t 4.80t 4.80t 4.50t 4.50t 4.50t 23.60t

合計重量 5.50t 6.90t 7.00t 6.30t 6.30t 6.30t 38.30t

車両図（記入または添付）

No. ⑤ -1

積載物 射出成形機 B　IPFMC-501　型締側 車種 いすゞギガ 6WG1-TCC

※IPFJapan公式ウェブサイトから「重量展示用提出書類フォーマット」をダウンロードできます。

1）搬入出車両（総重量が30tを超える）リスト

2）クレーン車＋吊り込み物の重量（総重量が30tを超える）リスト

3）搬入出車両(総重量が30tを超える)の図面(ホイールベース、トレッド、軸重が明示されたもの)

記入例

No. 積載物 積載物重量
（b） 搬入出車両車種 搬入出車両自重

（a）
合計重量
（a+b）

1 射出成形機 B　IPFMC-501　型締側 23.60t いすゞギガ 6WG1-TCC 14.70t 38.30t

No. 吊り込み物 吊込物重量
（b） クレーン車種 クレーン車自重

（a）
合計重量
（a+b）

1 射出成形機 A　IPFMC-100 8.00t タダノ GR-250N 25.60t 33.60t

2 射出成形機 B　IPFMC-501　型締側
※クレーン車 2 台で共吊り。 23.60t

タダノ GR-250N 25.60t 37.40t

タダノ GR-250N 25.60t 37.40t

3900
A B C D E F

1300 5000 1100 1100 1850
2100
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